
別記様式第４

表示マーク受領書

年 月 日

新 城 市 消 防 長 殿

受領者

住所

氏名 ㊞

表示マーク（ □ 金・□ 銀 ）を受領しましたので、今後、下記の事項を遵守いた

します。

記

防火対象物

所在地

名 称

用 途 ※令別表第一（ ）項

表示マーク交付年月日 年 月 日 交付番号

＜表示マーク交付に伴う遵守事項＞

１ 表示マークは見やすい場所に掲出するものとし、可能な場合はホームページ等へ掲載を

行うこと。

なお、ホームページ等への掲載に際しては、消防長から配布された表示マークの電子デ

ータを必ず原データとして使用すること。

２ 表示マークは貸与するものであり、破損等のないよう取扱いに注意すること。

３ 表示有効期間中であっても次の各号のいずれかに該当する場合は、表示マークを返還す

るものとし、また、ホームページ等に表示マークを使用している場合は、その使用をとり

やめること。

(1) 防火対象物において表示基準に適合しないことが明らかとなった場合

(2) 防火対象物において火災が発生し、表示基準への適合性の調査の結果、不適合である

ことが確認された場合

(3) ホームページ等への表示マークの使用に際して、消防長から配布された表示マークの

電子データを無断で転用した場合

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ ※印の欄は、記入しないこと。

３ □印のある欄については、該当の□印にレを付けること。
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記  入  要 領

表示マーク交付後に申請者が提出する書類

申請書の提出年月日を記入します。

防火対象物を所轄する消防長宛とします。

１ホテル・旅館等の管理について権原を有する者の住所、氏名、及び
電話番号を記入し、押印します。ただし、ホテル・旅館等の管理につ
いて権原を有する者が法人の場合は、当該法人の所在地、名称、代表
者・氏名及び電話番号を記入し、当該法人の代表者印を押印します。
２個人企業の場合は、住所登録をしている住所とします。 

交付を受けた表示マークの種別の□印にレを付けます。

(6) 所在地 申請するホテル・旅館等が存する防火対象物の所在地を記入します。

(7) 名　称  ｢○○○○ビル｣等、 当該防火対象物の名称を記入します。  

(8) 用　途
当該防火対象物の用途を消防法施行令(昭和３６年政令第３７号)別表
第１に掲げる用途区分により｢ホテル｣、｢旅館｣、｢宿泊所｣、｢特定用途
の複合｣等の要領で記入します。 

表示マークの最初に表示マーク （銀） の交付を受けた年月日 （継続
して表示マークの交付を受けている場合の最初に交付を受けた年月
日）を記入します。 
表示基準適合通知書 （継続して表示マークの交付を受けている場合の
最初に交付された表示基準適合通知書） に記入されている交付番号を
記入します。 

項     目

(1)表示マーク受領書

(2) 年月日

(3) 宛先

(4) 申請者

(5)  －□金  □銀－

(9) 交付年月日

(10) 交付番号
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